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二〇一七年は関西大学社会学部創設五十周年という記念すべき年で
あり、その記念事業の一環として、学部の歴史を振り返る社会学部五十年企画展が四月から関西大学博物館で開催された。社会学部のある第三学舎のあちこちに企画展 ポスターが掲示されていたが、在学生のあいだでは の認知度がなかなか高まらなかった。企画展のことをより多くの学生に知ってもらうために、担当していたジャーナリズム専門プログラムの履修生に 事を書かせることを考えた。　
社会学部メディア専攻には多様な実習科目があるが、ジャーナリズ
ム専門プログラム（以下ＪＰと略す） 歴史がもっとも長い。ＪＰは少人数でジャーナリズムを学ぶ実践的なコースで、学生は二年次と三年次の二年間をかけて履修するもので る。私が担当していたのは、三年次の文章班だった。　
ちょうど二〇一七年度に、この科目の内容構成とアウトプットの方
法を改革した。以前は春学期、秋学期ともに学生たちがみずから関心を持つテーマを選んで取材し、記事作成して た。二〇一七年度か春学期には社会学部やメディア 攻の行事や話題 取材し、記事にま
とめて随時メディア専攻の
F
acebook
ページに掲載するという、より
ニュース性を重視する授業案を導入した。その第一弾として、社会学部五十年企画展 取り上げることにした。　
ＪＰ生はこの課題をもらってからまず関西大学博物館に行き、五十
年展を見学してきた。その後の編集会議で、取材対象、質問項目について議論した。最終的に、 示物を逐一説明するより、より多くの人々、とくに学生たちに企画展 見に来てもらうように 学生目線で企画展の特徴と意義を示し、興味深いところをピックアップするという執筆方針を決めた。取材対象は、学芸員の熊博毅さん 企画 関わったメディア専攻の村田麻里子教授に絞った。忙しいなか時間 割いて学生の取材に丁寧に対応してくれた熊さんと村田教授に、この場を借り 御礼申し上げたい。　
完成された記事「企画展でたどる社会学部の足跡
　
きゅっと詰まっ
た半世紀」は、四月二七日 メディア専攻の
F
acebook
ページに掲載
され、計
834人にリーチした。
https://w
w
w
.facebook.com
/kandaisocialm
edia/posts/850275711787243
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この記事は、春学期の成果物である『メディア専攻新聞』にも掲載
された。 『メディア専攻新聞』はサマーキャンパス、そして秋に行われたメディア専攻の実習ガイダンスでも配布され、社会学部に関心を持つ高校生や、社会学部在学生の目に触れることができた。
企画展でたどる社会学部の足跡

　
～ぎゅっと詰まった半世紀
　
関西大学社会学部が２０１７
年に
50周年を迎えた記念事業として、
学部の歴史を振り返る企画展「人と をみつめて
―
関西大学社会
学部
50年のあゆみ
―
」が関西大学博物館で開かれている。
　
博物館
1階奥の年史資料展示室では各専攻の誕生秘話や歴史を記し
たパネルのほか、過去の時間割表や一期生の卒業証書、 舎増築の設計図などの資料が並ぶ。企画に関わった村田麻里子教授（メディア専攻）は「未来を考えるには、過去を知る必要がある。こ を機に社会学部の歴史を多く 人に知ってもらえれば」と企画展の意図を語る。社会 学生や教職員に学部への愛着をさらに感じてもらう とがねらいだ。　
パネルでは学部開設から現在までの変遷が写真とともに紹介されて
いる。関西大学で１９６９年に起こっ 大学紛争では 設立からわずか
2年の社会学部の学生がその先陣を切った。第
3学舎のバリケード
封鎖を捉えた写真からは、当時の血気盛んな 生 様子が垣間見える。
　
展示品の中でひときわ目を引くのは、社会学部
2作目のポスター。
１９９４年に発表したこのポスターには総合図書館前に立つ奇抜な姿の学生が描かれている。ロックテイストのベストにドラえもんの缶バッジやセーラームーンのマスコ トを付けた、モヒカン頭の男子学生だ。さらによく見ると刀のようなものを背負っている。当時こ 斬新なデザインのポスターはかなり 物議をかもしたという。学芸員の熊博毅さんは「あ ような格好の人が実際にいたかは別 して、社会学部には色んな学生を受け入れる門戸の広さがあることを伝えたかったのでは」と分析する。　
資料の収集やパネルの文章の執筆、校正は学部長の永井良和教授（社
会学専攻）と村田教授が中心に行った。いざ資料収集を始めたときには、残っている学部関係の資料が少なく苦労したという。年史編纂室が保管していたものや各先生 研究室 眠 ていたものを地道に集た。熊さんは「普段は年史編纂室が単独で（企画展を）開催するが、企画から展示まで社会学部の先生方が熱心に関わ てくれ 」と話す。　
企画展は２０１８年
3月
24日まで。開館時間は午前
10時から午後
4
時。入館料は無料。日曜、祝日、大 が定めた休日 休館日となる。問い合わせは博物館事務室（０６・６３６８・１０６２） 。　
なお、
50周年を記念して第
3学舎Ｄ棟
2階ソシオホール横の展示ス
ペースにも、写真パネルが展示されている。 【ＪＰ生・森本ひな 】
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（りゅう
　
しゅえいえん・関西大学社会学部准教授）
　
関
西
大
学
社
会
学
部
が
２
０
１
７
年
に
50
周
年
を
迎
え
た
記
念
事
業
と
し
て
、
学
部
の
歴
史
を
振
り
返
る
企
画
展
「
人
と
社
会
を
み
つ
め
て
�
関
西
大
学
社
会
学
部
50
年
の
あ
ゆ
み
�
」
が
関
西
大
学
博
物
館
で
開
か
れ
て
い
る
。
　
博
物
館
１
階
奥
の
年
史
資
料
展
示
室
で
は
各
専
攻
の
誕
生
秘
話
や
歴
史
を
記
し
た
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
過
去
の
時
間
割
表
や
一
期
生
の
卒
業
証
書
、
学
舎
増
築
の
設
計
図
な
ど
の
資
料
が
並
ぶ
。
企
画
に
関
わ
っ
た
村
田
麻
里
子
教
授
（
メ
デ
ィ
ア
専
攻
）
は
「
未
来
を
考
え
る
に
は
、
過
去
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
社
会
学
部
の
歴
史
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
企
画
展
の
意
図
を
語
る
。
社
会
学
部
の
学
生
や
教
職
員
に
学
部
へ
の
愛
着
を
さ
ら
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。
　
パ
ネ
ル
で
は
学
部
開
設
か
ら
現
在
ま
で
の
変
遷
が
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
関
西
大
学
で
１
９
６
９
年
に
起
こ
っ
た
大
学
紛
争
で
は
、
設
立
か
ら
わ
ず
か
２
年
の
社
会
学
部
の
学
生
が
そ
の
先
陣
を
切
っ
た
。
第
３
学
舎
の
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
を
捉
え
た
写
真
か
ら
は
、
当
時
の
血
気
盛
ん
な
学
生
の
様
子
が
垣
間
見
え
る
。
　
展
示
品
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
は
、
社
会
学
部
２
作
目
の
ポ
ス
タ
ー
。
１
９
９
４
年
に
発
表
し
た
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
総
合
図
書
館
前
に
立
つ
奇
抜
な
姿
の
学
生
が
描
か
れ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
テ
イ
ス
ト
の
ベ
ス
ト
に
ド
ラ
え
も
ん
の
缶
バ
ッ
ジ
や
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
付
け
た
、
モ
ヒ
カ
ン
頭
の
男
子
学
生
だ
。
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
刀
の
よ
う
な
も
の
を
背
負
っ
て
い
る
。
当
時
こ
の
斬
新
　
新
聞
の
見
出
し
や
レ
イ
ア
ウ
ト
は
誰
が
考
え
て
い
る
か
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
整
理
記
者
」
と
い
う
人
た
ち
だ
。
取
材
を
し
て
原
稿
を
書
く
取
材
記
者
と
は
仕
事
内
容
が
大
き
く
異
な
る
。
取
材
記
者
が
花
形
だ
と
す
れ
ば
、
整
理
記
者
は
影
の
立
役
者
だ
。
　
「
記
事
を
生
か
す
も
殺
す
も
整
理
部
次
第
」
。
整
理
部
の
世
界
で
は
有
名
な
言
葉
だ
。マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
（
現
メ
デ
ィ
ア
専
攻
）
の
卒
業
生
で
、
四
国
地
方
の
新
聞
社
で
整
理
記
者
を
す
る
楠
田
涼
樹
さ
ん
は
、
「
原
稿
の
良
さ
を
生
か
せ
る
よ
う
な
見
出
し
と
レ
イ
ア
ウ
ト
を
、
僕
た
ち
整
理
記
者
が
考
え
な
い
と
い
け
な
い
」
と
話
す
。
　
楠
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
見
出
し
は
原
稿
の
内
容
を
自
分
な
り
に
か
み
砕
い
た
言
葉
で
表
現
す
る
。
基
本
的
に
11
字
以
内
が
原
則
で
、
そ
れ
を
超
え
て
し
ま
う
と
情
報
量
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
。
レ
イ
ア
ウ
ト
を
組
む
際
、
紙
面
に
空
白
が
で
き
な
い
よ
う
に
見
出
し
の
大
き
さ
を
工
夫
し
た
り
原
稿
の
字
数
を
調
整
し
た
り
す
る
。
ニ
ュ
ー
ス
価
値
の
高
い
も
の
か
ら
低
い
も
の
へ
と
順
に
読
み
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
つ
ね
に
読
者
の
視
線
を
意
識
し
な
が
ら
作
業
し
て
い
る
そ
う
だ
。
　
紙
面
に
掲
載
す
る
記
事
の
取
な
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
は
か
な
り
の
物
議
を
か
も
し
た
と
い
う
。
学
芸
員
の
熊
博
毅
さ
ん
は
「
あ
の
よ
う
な
格
好
の
人
が
実
際
に
い
た
か
は
別
と
し
て
、
社
会
学
部
に
は
色
ん
な
学
生
を
受
け
入
れ
る
門
戸
の
広
さ
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
」
と
分
析
す
る
。
　
資
料
の
収
集
や
パ
ネ
ル
の
文
章
の
執
筆
、
校
正
は
学
部
長
の
永
井
良
和
教
授（
社
会
学
専
攻
）
と
村
田
教
授
が
中
心
に
行
っ
た
。
い
ざ
資
料
収
集
を
始
め
た
と
き
に
は
、
残
っ
て
い
る
学
部
関
係
の
資
料
が
少
な
く
苦
労
し
た
と
い
う
。
年
史
編
纂
室
が
保
管
し
て
い
た
も
の
や
各
先
生
の
研
究
室
に
眠
っ
て
い
た
も
の
を
地
道
に
集
め
た
。熊
さ
ん
は「
普
段
は
年
史
編
纂
室
が
単
独
で
（
企
画
展
を
）
開
催
す
る
が
、
企
画
か
ら
展
示
ま
で
社
会
学
部
の
先
生
方
が
熱
心
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
」
と
話
す
。
　
企
画
展
は
２
０
１
８
年
３
月
24
日
ま
で
。
開
館
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
。
入
館
料
は
無
料
。
日
曜
、
祝
日
、
大
学
が
定
め
た
休
日
は
休
館
日
と
な
る
。
問
い
合
わ
せ
は
博
物
館
事
務
室
（
０
６
・
６
３
６
８
・
１
０
６
２
）
。
　
な
お
、
50
周
年
を
記
念
し
て
第
３
学
舎
Ｄ
棟
２
階
ソ
シ
オ
ホ
ー
ル
横
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
も
、
写
真
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。　
 【
森
本
ひ
な
の
】
材
は
す
べ
て
自
社
で
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
地
方
新
聞
社
の
場
合
、
記
者
の
人
数
な
ど
の
関
係
で
遠
方
へ
の
取
材
は
難
し
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
通
信
社
か
ら
提
供
さ
れ
る
原
稿
も
載
せ
て
い
る
。
毎
日
、
通
信
社
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
原
稿
や
図
表
の
概
要
を
記
し
た
「
朝
刊
メ
モ
」
「
夕
刊
メ
モ
」
を
も
と
に
ど
れ
を
掲
載
す
る
か
決
め
る
。
当
然
同
じ
原
稿
を
他
紙
も
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
整
理
記
者
は
自
社
の
味
を
出
せ
る
よ
う
な
見
出
し
を
練
る
。
　
楠
田
さ
ん
が
働
い
て
い
る
新
聞
社
の
整
理
記
者
は
28
人
ほ
ど
。
取
材
記
者
の
人
数
と
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
い
。
日
々
膨
大
な
記
事
を
処
理
す
る
た
め
、
仕
事
量
に
対
し
人
数
が
足
り
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
そ
の
た
め
原
稿
内
容
の
正
誤
を
確
認
す
る
校
閲
も
、
整
理
記
者
た
ち
が
行
っ
て
い
る
。
　
取
材
記
者
の
場
合
、
優
れ
た
報
道
を
行
う
と
表
彰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
整
理
記
者
の
仕
事
が
注
目
さ
れ
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。し
か
し
、
見
出
し
と
レ
イ
ア
ウ
ト
は
新
聞
の
「
顔
」
と
も
い
え
る
。
そ
れ
を
作
っ
て
い
る
整
理
記
者
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
今
後
新
聞
を
読
む
と
き
、
見
出
し
と
レ
イ
ア
ウ
ト
を
意
識
す
る
と
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
魅
力
や
面
白
さ
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。　
 【
森
本
ひ
な
の
】
メ
デ
ィ
ア
専
攻
新
聞
企
画
展
で
た
ど
る
社
会
学
部
の
足
跡
 
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
半
世
紀
通信社から提供される記事の仕組みを説明する楠田さん
博物館の外壁に掲げられた幕
新聞の「顔」作る
整理記者の役割
ポスターの説明をする学芸員の熊さん
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元
朝
日
新
聞
科
学
部
記
者
、
関
西
大
学
客
員
教
授
の
服
部
桂
さ
ん
は
６
月
６
日
、
「
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
の
次
に
来
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
関
西
大
学
３
学
舎
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル
で
講
演
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
中
、
今
後
は
「
人
間
の
疑
問
を
ど
う
持
っ
て
い
く
か
。
人
間
力
が
試
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。
　
講
演
の
冒
頭
で
は
、
20
世
紀
の
人
々
が
想
像
し
た
「
未
来
」
の
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
歴
史
や
社
会
に
与
え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
や
、
戦
後
の
情
報
化
の
歴
史
も
振
り
返
っ
た
。
　
１
９
９
０
年
代
初
期
、
日
本
で
は
ま
だ
多
く
の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
知
ら
ず
、
「
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
』
と
い
う
も
の
が
何
な
の
か
、
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
感
染
す
る
病
気
の
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
い
よ
と
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
服
部
さ
ん
は
記
者
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
た
。
　
講
演
の
後
半
で
は
、
服
部
さ
ん
自
身
が
翻
訳
し
た
、
雑
誌
Ｗ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
の
創
刊
編
集
者
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ケ
リ
ー
の
著
書
『
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
の
次
に
来
る
も
の
』
（
２
０
１
６
）
を
紹
介
し
た
。
同
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
未
来
を
読
み
解
く
12
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
１
つ
１
つ
解
説
し
、
「
個
別
の
も
の
に
興
味
を
持
つ
こ
と
は
い
い
の
だ
が
、
全
体
像
を
考
え
る
科
学
的
な
方
法
が
必
要
」
だ
と
指
摘
し
た
。
　
　
　
　
　
　
【
春
元
唯
】
服部桂
客員教授
学術講演会
『メディア専攻新聞』の紙面
メディア専攻Facebookページの
スクリーンショット
